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モルガン・スタンレー、排出権バンク (Carbon Bank) の創設を発表 

 
最高レベルの国際基準に基づく初の総合的監査、償却サービスを顧客に提供 

 
 
[ロンドン、2007 年 8 月 14 日] モルガン・スタンレー (NYSE: MS、以下、同社) は本日、カ

ーボン・ニュートラルを目指す顧客を支援する「モルガン・スタンレー排出権バンク (Morgan 
Stanley Carbon Bank) 」の創設を発表した。モルガン・スタンレーの排出権トレーディング

のノウハウを活用するこの新サービスは、排出データ証明書を発行する世界有数の機関で

あるデット・ノルスケ・ベリタス(DNV)と共同で提供する。これは最高レベルの公認国際基準

に基づく総合的温室効果ガス排出の算定と償却という、市場で広く提供されるものとしては

初のサービスである。 
 
新サービスの開始に当たって、モルガン・スタンレーのマネージング・ディレクターであり、電

力、電力用燃料、排出権トレーディングのグローバル統括責任者であるサイモン・グリーン

シールズは次のように述べている。「温室効果ガス市場において経験豊富な両社のノウハ

ウを生かして、温室効果ガスの排出を算定検証、償却する透明で信頼のできる方法を顧客

に提供できることを喜ばしく思う。多くの企業は直接的な温室効果ガスの排出を削減する方

法を探し始めており、我々の新サービスによって温室効果ガス排出量ゼロを達成するため

の次のステップへさらに容易かつ確実に踏み出すことができるだろう。これは最高レベルの

国際基準に基づく、排出量の算定から温室効果ガス排出権の購入や償却に至るまでの一

つのソースを顧客に提供する初のサービスである。」 
 
DNV の気候変動サービスのグローバル・ディレクターであるリュック･ラルムソー氏は次の

ように述べた。「高度な訓練を受けた当社の専門家は、温室効果ガスの算定および認証の

ノウハウを世界中のさまざまな企業、政府、国際機関に提供している。当社は温室効果ガ

ス市場において企業に対し、京都議定書に基づくプロジェクトによって達成される排出削減

量のチェックから、義務的な排出権取引プログラムに基づく企業の年間温室効果ガス排出

量の算定までのサービスを提供している。このたび温室効果ガス市場の重要なリーダーで

あるモルガン・スタンレーと連携して、これらの実績を足がかりに、一つのワンストップサー

ビスを通じて温室効果ガス排出量を削減する革新的な方法を企業に提供することを喜ばし

く思う。」 
 
また、環境団体エンバイロンメンタル･ディフェンスのエグゼクティブ･ヴァイス･プレジデント

であるデビット･ヤーノルド氏は次のように述べている。「本日の発表は気候変動問題に対

応した市場に基づくソリューションのニーズを補強するものである。規制された温室効果ガ

ス市場は環境的に有効かつ標準化された手続きに基づいているものの、企業が自主的に

取り組む市場で排出量を償却する高品質の基準に基づくサービスを見つけることは困難で

あった。自主的な温室効果ガス市場においてこうした新サービスを企業に提供することで、

モルガン・スタンレーは多くの企業の拡大するニーズに応えるだけでなく、温室効果ガス市

場そのものが大幅かつ確実に責任を伴って拡大することを支援している。」 
 



 

本文は 2007 年 8 月 14 日付のモルガン・スタンレーのプレス・リリースの参考和訳です。本文と原文の内容に相違がある場合には原

文が優先します。 
 

 
モルガン・スタンレーと DVN は共同でエンド・ツー・エンドの償却サービスを顧客に提供 
 
新サービスの下では、顧客は温室効果ガス(GHG)プロトコル・イニシアティブの監視基準を

適用して排出目録をまとめ、温室効果ガス排出量を算出する。GHG プロトコル・イニシアテ

ィブは欧州連合(EU)排出量取引制度をはじめとする世界中の多くの温室効果ガス・プログ

ラムに関する会計の枠組みを提供している。次に、DNV はこれらの排出目録と算出された

温室効果ガス排出量を検証する。温室効果ガスの定量化、監視、検証は ISO 14064 基準

に従って行われる。モルガン・スタンレーのコモディティー部門は顧客の検証済みの温室効

果ガス排出量に相当する温室効果ガスの排出権を調達し、償却する。顧客は温室効果ガ

ス排出権のソースを選択することができるが、すべての温室効果ガス排出権は京都議定書

の基準に従って創出される。温室効果ガス排出権は、モルガン・スタンレーの排出削減へ

の直接投資のほか、温室効果ガス市場の排出削減プロジェクトの最大のデベロッパーのひ

とつである MGM インターナショナルの排出削減への直接投資をはじめとするさまざまなソ

ースから調達される。モルガン・スタンレーは昨年、MGM の株式持ち分の 38%を取得した。 
 
モルガン・スタンレー排出権バンクのサービスを利用する顧客はモルガン・スタンレーと

DNV から「温室効果ガス排出ゼロ」の証明書を受け取る。 
 
本件に関するお問合せ先： 

  

＜企業のお客様＞ 

ロンドン： Olivia Hartridge, +44 20 7677-9936, Olivia.Hartridge@morganstanley.com 
ニューヨーク： Lewis Nash, +1 914 225-1460, Lewis.Nash@morganstanley.com 
シンガポール： Emile Abdurahman, +65 6834-6920, 

 Emile.Abdurahman@morganstanley.com 
 

＜メディア＞ 

本プレスリリース（1 ページ目）ヘッダー部分に記載 
 

### 
 
モルガン・スタンレーの環境への取り組みについて 
モルガン・スタンレーは、グローバルな持続可能な発展を前進させる取り組みの一環として、

新たなグリーン・ビルディングとさらなるエネルギー利用の改善を通じて 2012 年までに温

室効果ガスの排出量を 2006 年比で 7～10%下回る水準まで削減することを約束するなど、

現在までに広範なエネルギー効率化と温室効果ガス削減を行っている。モルガン・スタンレ

ーは世界中のオフィスと従業員の出張で排出される温室効果ガスを京都議定書の基準を

満たす温室効果ガス排出権の購入を通じて相殺することで、2008 年までに世界的にカー

ボン･ニュートラルを達成することを約束している。 
 
また、モルガン・スタンレーは我々が直面しているさまざまな環境問題に対処する上で市場

が極めて重要な役割を果たすに違いないと考えている。この目的で、同社は堅固でしっか

りとした構造の環境コモディティー向け世界市場を設立し拡充するために、顧客、規制当局、

政策当局とのやりとりに積極的にかかわっている。同社の排出権トレーディング・チームの

メンバーは多様な職業上の経験を通じて、かなり早期の段階から温室効果ガス市場の設

計、実行、取引にかかわっている。こうしたリーダーシップを活かし、モルガン・スタンレーは

2006 年 10 月に今後 5 年間で約 30 億ドルを温室効果ガス排出削減関連のイニシアティ

ブに投資する計画を発表した。 
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モルガン・スタンレーとその環境への取り組みに関する詳しい情報については、

www.morganstanley.com を参照されたい。 
 
 
モルガン・スタンレーについて 
モルガン・スタンレーは、投資銀行、証券、資産運用、ウェルス・マネジメント事業において

多岐にわたるサービスを提供する世界有数の総合金融サービス企業である。世界 32 カ国

にある 600 以上のオフィスを通じて、法人、政府、機関投資家、個人に質の高い金融商品

およびサービスを提供している。モルガン・スタンレーに関する詳細： 
www.morganstanley.com  
 
ＤＮＶについて 
DNV は、「生命・財産、環境の保護」を企業理念に掲げ、ノルウェー・オスロに本部を置く自

主独立財団として 1864 年に設立された。DNV は、あらゆるリスクマネジメントに関する

様々な活動を行う先駆的国際機関として、世界中で知られている。世界 100 ヶ国以上に

300 の事務所があり、85 カ国もの様々な国籍を持つ 7,000 人のスタッフが船級、認証及び

コンサルティングの各分野でサービスを提供している。ISO 認証サービスにおいては、世界

で 65,000 件の認証実績を持ち、世界第 3 位の認証機関として存在する。また、気候変動

サービス関連の有効化審査・検証サービスにおいても第三者機関として、世界のトップシェ

アを占めている。 DNV に関する詳細： www.dnv.jp 
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